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　　　c－55 被謨構成めたs)の刻陰刻見汰(その2)
　　　　　　広島女丈家政　ふ池芙枝子ｏ杉本茂子

　回的丿被服構成のフィット性の適否は，救負眺登し鳶叩とり曼の設定ぶ重要なブダ
クターとな名。このゆとり量１測定し被服の着用戒を数量的にだ糎するたのら衣服

圧測定浅司惘-k試みた。今回ば基凌的研党として測定機器・比較を中心とし玩茉

時の測交方式を検討したので｀。その結果念願告する。

　男法バ/)便用した測定機器は。ゴム袋(ぎ×U-m.で)2接綬した斜面水銀圧死茅噂

林小型朔重し置換軋前t回報告したスト,レンケージし小型受圧番の３種で勿ろ。(2被検老

は女子学生乙名(凹～1/卸'C'ある。(.3)測定部位はちよ肢で肘関節屈曲時の上院二頭

筋の膨降よごど尺側巾径の中央点とし。姿勢ば椅座位ぞよ肢を机上｡陀お乙砂刻庭時は
与前/∂時前後と午後３時前種であ-S, ぴ)加圧方法は血圧計l附いて測定回数ぎ回の平

均値を比較する。

　蜻果バ/周一被検老におしヽて午前と午後の測定時で測定値吃差が｀みられ名。(2)加圧

屹対してヨ種の測定複蓉と剔

つぎ冰半導体ﾉJヽ型荷重鳶煥器にliもの，最ふが水銀圧計によ名測定値である。水銀

圧計ばか圧螢副服界が砂石肥る（他の必狸ば力ヽなリな加深曼の測定ぶ可能である。
以上の結果は乙名の被検恣n.同一傾向である。し必，し乙名z?)測定値は測定部位の弾性

篁吃よ町めヽなりの個人差ぶみら仇I。衣服圧測文法吃は格部の弾性の測史法i聊発
し，加味して検討す名必要ぶあ乱

C-56　ガードルの着衣条件が身体生理に及ぼす影響について

　　　　日本女大家政　○大野静枝　　東京医歯大衛生　田中正敏

　目的　人体腰部の寸法とガ―ドルのサイズとの関係は、ガードルの着衣条件を種種変化させ、その結果

衣服圧が変化して人体生理に影響を及ぼすと考えられる。本研究はその生理的影響を調べるために、

Plethysmogramによる足の第／指の脈波の解析および身体各部位の体表面温度変化の測定を行った。

　方法　試料のガードルは標準型のハードタイプ（Ii社製）のものを用い、左右の幅を∂～６ om つめ

ることにより、サイズを変化させた。被験者は成人女子が名で、ほぼ同様な体形をしているが、a ーレ

ル指数は／O 8～／６／の間にある。実験条件は、被験者の姿勢を立位、奇座位およびしゃがみ込み位

のＪ種に変化して行なわれた。また測定の方法は、皮膚温は前額、上腹、前腕前面、大月退前面、下退

前面、足の第／指の６点および舌下温を小型サーｌスタにより測定した。末柚血流量および脈波の形

状は空気式plethysmographを用い、左足親指にｉ止先用カップを取りつけて密閉し、脈波を記録し解析

する。また参考のために衣服圧を小型圧力計を用いて電気的に測定した。

　結果　実験結果は、（／）皮膚温変化については、着衣条件、部位、姿勢の要因を含むくり返しある

三元配置, （｡2）最大血流量, 脈波形状指数変化については、着衣条件、姿勢の要因を含むくり返しある

二元配置法による要因分析を行なった。結果の考察、評価は当日述べる。


